
北海教区 第四次長期宣教計画 

★ わたしたちのミッション：  

「礼拝の喜びに生きる神の民」 

〜革新・連帯・平和〜 

 

★ 宣教のビジョン： 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第四次長期宣教計画についての解説 

宣教計画全体について 

新しい宣教計画を策定するために前提として考えたのは、前の長期

宣教計画を維持発展させるようなかたちでは有効なものにはならな

いだろうということです。 

なぜなら、教会を取り巻く状況が、前長期宣教計画策定時とは著し

く変化してきたからです。例えば、前長期宣教計画の策定時には、北

海道の人口も維持されていました。けれどもその後、北海道に急速な

過疎化と高齢化、人口減少が進行してきています。 

そのような状況の中で、教会だけが右肩上がりの発想に基づく宣教

活動計画を継続することはほとんど不可能ですし、そのような計画は

「絵に描いた餅」になってしまうと思われるからです。 

しかしながら、社会が縮小傾向にあるからといって、自動的に教会

が縮小するとは限らないことも事実です。むしろ教会に託されている

神からの宣教の使命を考えるならば、社会が縮小傾向にあるからこそ

教会は活動を豊かにしていかなければなりません。宣教は小さくされ

たものに対する神の愛の証であるからです。 

そこで、新しい宣教計画では、縮小する社会に向かって力強く働き

かける教会の姿を目指すものとしました。そして、それこそがこの時

代に北海教区に与えられている神からのミッションだと考えたので

す。 

従来の宣教計画は、「神の宣教」というビジョンに基づく、

広がりを持ったすばらしいものでしたが、一方で新しく北海

教区に加わった人たちには理解が得られにくいという指摘が

ありました。そこで、新しい宣教計画では、北海教区が、何

を託されており、何を目指しているのかをわかりやすく具体

的に示していこうと考えました。そのことで、より多くの人

たちと一緒に北海教区の形成を行い、共に教会形成をしてい

きたいと考えたからです。 

そして、その具体的な提示に基づいて短い期間で評価と総

括をしながら、次の歩みを検討していける構造にしました。

急激な情勢変化の中にあっても、それに対応して力強く宣教

を進めることのできる教区形成を行っていきたいと考えたか

らです。  

1. 期間について 

長期宣教計画の期間を 10年としましたが、このことについ

て、流動する社会情勢の中で 5 年先を展望することさえ不可

能なのだから、10 年では長すぎではないかという意見もあり

ました。しかし協議を進めていく中で、状況が不確かであれ

ばあるほど、逆に北海教区宣教計画は長期である必要があり、

その安定性が教区活動の安定性を守り、各個教会の働きを支

えるという結論に至り、新しい宣教計画も 10年の期間を提案

しています。 

けれども変動が激しい 10年になるという予想のもとに、10

年を 3期に分けて、1期目 4年、2期目 3年、 3期目 3年、 

合計 3 期 10 年の計画として提案します。それぞれの期に、宣教部を

中心に評価と総括を行って、必要なアクションを行っていくような構

造をとりました。漫然と今まで行っていたことを継続するのではなく

て、実践に対する評価と展望を短期に行うことで、有効で機動力に富

む教区活動を行いたいと考えています。 

 特に、平和の項目は、数年前では考えられないような危機的な情勢

を迎えているといわざるを得ません。これからもどのような事態が起

こるか予想することも困難ですが、平和部門において課題を整理し、

方向性を見据えながら、私たちのミッションとして、平和を実現する

取り組みを続け、その働きを共に支えていきたいと願います。  

2. わたしたちのミッションについて 

「こういうわけで、兄弟たち、神の憐れみによってあなたがたに勧

めます。自分の体を神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げ

なさい。これこそあなたがたのなすべき礼拝です。」 
（ローマの信徒への手紙 12 章 1 節） 

「礼拝の喜びに生きる神の民」という標語は、「宣教の総合化」とい

う北海教区の長年の標語を新たに言い換えようと試みたものです。ま

た、この 10 年の北海教区の最重要課題が、すべての教会が礼拝を守

ることであるという認識に基づいています。それは人口減と高齢化の

中で、礼拝を守ることが困難になる教会が増えていく中で、すべての

教会が礼拝を守ることが、宣教の第一歩だと考えるからです。 

ただ、ご注意いただきたいのは、このミッションが意味しているの

が、今まで通りの礼拝だけをしていれば良いのだということではない

という点です。この厳しい時代の中で、礼拝を神のいのちと力にあふ

れるものに革新したいという思いが込められているのです。礼拝を革

新するということは、教会の有り様を革新することでもあります。 

礼拝は、「人々がそこに招かれて神のいのちを受け、分かち合うと

ころ」であり、礼拝は、「主にある家族としてたがいに覚えあい、つ

ながっていることを確認する場」であり、また、礼拝は、「互いのい

のちと暮らしに関わる課題を分かち合い、共にその課題のある社会に

派遣されていく時」です。今までの礼拝にとどまるのではなく、礼拝

を革新することにおいて、招かれ、支え合い、派遣されていくことを

実感できる「いのちと力にあふれた礼拝」が、北海教区のすべての教

会で守られることを目指していきます。 

もちろん、教会の働きは礼拝だけではないでしょう。けれども、教

会の働きの中心が礼拝であることは間違いありませんし、教会が行う

すべてのことは、礼拝の新しい形であり、もしくは礼拝との深い関わ

りの中で行われているのです。 

縮小する社会にあって、豊かな宣教活動を展開するというミッショ

ンは、礼拝の革新を通して教会とそれに関わる人たちが新しくされ、

より深い連帯を保ちながら、平和の実現に取り組む教区、教会となる

ことだという思いでこのミッションの言葉が編まれました。 

第三次宣教計画において、宣教計画を 3つの領域、すなわち「革新、

連帯、平和」という部門を作り担ってきました。これらは北海教区の

30年にわたる実践に基づく言葉ですので、大切にしたいという思いと、

一方で新しく北海教区に来た教師たちにはなかなか理解しづらいも

のであるとの指摘があり、新しい人を加えていくためには、新しい言

葉を考えるべきだという意見もありました。しかし、これまでの歴史

を尊重しその基本姿勢を継承することを明示するためにミッション

に副題として「革新・連帯・平和」を加えました。  

3． 宣教のビジョンについて 

わたしたちのミッションを具体化するための構想がビジョンです。 

この案では、礼拝ということばにこだわりながら、「礼拝を通して

新たにされるために―革新」、「互いの礼拝を守り続けるために―

連帯」、「礼拝から社会へ、社会から礼拝へ―平和」としました。こ

のビジョンに基づいて活動計画が提案されていくのですが、ビジョン

に書かれている以外のことはしないということではありません。これ

まで北海教区が行ってきた豊かな活動がありますので、その活動の中

で、その年度に行っていくものを総会に提案し、それを行っていくこ

とになります。従来の活動を機械的に継続するのではなく、ビジョン

に基づいて与えられた人的、財的資源を有効に用いて活動することに

なります。 

 

革 新 
 

礼拝を通して 
   新たにされるために 

 
1． 教会の礼拝の充実に取り組む 
 
2． 信徒の働きによって宣教を豊かに

する 
 

3． 献身としての献金の意義を 

確認し、互いのことを覚えて 

支え合う教会を目指す 

 

連 帯 
 

互いの礼拝を 
      守り続けるために 

 
1． 地区活動のいっそうの可能性を模索

し、充実させて協力関係を強化する 
 
2． 地区を越えた多様な協力関係を模索

し、実現する 
 
3． 厳しい状況におかれている教会 

の礼拝を、豊かで力あるものと 

するための具体的な支援 

を実施する 

平 和 
 
礼拝から社会へ、 

        社会から礼拝へ 
 

1. 民主主義を守り、国家に人々の自由

を侵害させない働きを担う 
 
2. 戦争に向かうあらゆる動きに反対し、

平和を作り出す働きを担う 
 
3. 基本的人権や被差別少数者の 

人権を守り、その権利回復の 

働きを担う 



 
北海教区 第四次長期宣教計画 

 

★ 期 間  2014 年 4 月～2024 年 3月 

第 1 期      第 2 期          第 3 期 
2014 (年度) ～ 2017  2018 ～ 2020  2021 ～ 2023 
 
 

★ わたしたちのミッション 

「礼拝の喜びに生きる神の民」 

〜革新・連帯・平和〜 
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革 新 
 

礼拝を通して 

新たにされるために 
 

連 帯 
 

互いの礼拝を 

守り続けるために 
 

平 和 
 

礼拝から社会へ、 

社会から礼拝へ 
 

 

道北地区 

稚内教会（幼） 
名寄教会（幼） 
興部伝道所（幼） 
士別教会 
和寒伝道所 
旭川六条教会 
旭川豊岡教会（幼） 
旭川星光伝道所 
美馬牛福音伝道所 
留萌宮園伝道所  
道北クリスチャンセンター 

石狩空知地区 

芦別教会 
滝川二の坂伝道所 
美唄教会（幼） 
岩見沢教会 
栗山教会 
江別教会（幼） 
野幌教会（幼）  
酪農学園大学 
酪農学園とわの森三愛高等学校 

後志地区 

小樽教会（幼） 
小樽公園通教会 
小樽聖十字教会 
手宮教会（幼） 
余市教会（幼） 
岩内教会（幼） 
倶知安伝道所（幼）  
北星学園余市高等学校 

道南地区 

八雲教会（幼） 
利別教会 
七飯教会 
函館教会 
函館千歳教会（幼） 
江差伝道所 
渡島福島教会（幼）  
北海道三愛畜産センター 

遺愛学院女子中学高等学校 

苫小牧地区 

島松伝道所 
千歳栄光教会（幼） 
苫小牧弥生教会（幼） 
幌泉教会（幼） 
浦河伝道所 
元浦河教会 
室蘭知利別教会（幼） 
洞爺湖教会 
 

札幌地区 
札幌北部教会 

札幌教会       琴似中央通教会 
札幌北光教会（幼）  札幌富丘伝道所 
札幌中央教会     手稲はこぶね教会 
西札幌伝道所     新発寒教会 
十二使徒教会     北広島教会 
月寒教会（幼） 
厚別教会（幼）   北海道クリスチャンセンター 
東札幌教会     北海道マスコミ伝道センター 
真駒内教会（幼）  北星学園大学・短期大学部 
札幌元町教会    北星学園女子中学・高等学校 
麻生教会（幼）   北星学園大学附属高等学校 

道東地区 

北見望ヶ丘教会（幼） 
置戸教会 
釧路教会（幼） 
春採教会（幼） 
中標津伝道所 
帯広教会 
新得教会 
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